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抄 録

蛾アリの生産する群れ誘発物賞

Castc･SpccificCompoundsinMaleCarpenter

言on1-shfGS蒜荒 .芸raBTudJRa'nT H?諾 ieFlad.･esI'S;ieTcacc,-
179ユニ滋8こ389(1973).

caniきo'notus属のアt)は那飛をするが,それは.季

節.温度.一日の時間そばの迎いなどでひき起されろと

考えられてきた.しかし,雄の大隠腺から分泌される

物質が,雌の巣からの飛び立ちをうながすとも考えら

れていた.

そこで5校のア') CamPonotusnovcboraccnsis,

C.♪ennsyLvanz.cus,C.nearcticus,C.1･asilfs,C.

subbaTbatusを用いて.大股腺分泌物の同定を行なっ

た.C.ncaycLL'cus雄の頭をn-pentane中で磨砕抽出

し,GC-MSで分析した.検出された3つのピークは

それぞれ,methy16-methylsalicylate,2,4-dime･

thy1-21hexenoicacid,methylanthranilatcと同'定

きれた.他の4種でも同様の化合物の一部が見つかっ

た.

以上の結果,および C.Ligniberda雄の大隠脱分泌

物が.C.hercuLeanus雌に同様の反応を引きおこすと

いう結果から, これら化合物は.種特異的,あるいは.

生殖隔離に役立つ化合物とは考えられない.

また,これらの化合物は,有趨雌あるいは肋きア.)

からは発見できなかったことから考えて, "階級特只

め"物質であると想われる. (北村宍彬)
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